






































池田本正保図の法量は、 タテ二八七 ・ 四㎝、










































































だし、正保図 川の中にも細い墨線で郡境を引くのに対して 野﨑本備前国図は川中には境線を引かな 。郡 色分けは、正保図が村形を色分けして示すのに対して、野﨑本備前国図は 形 色分け 地を色分けしている。色分けは表１に示したとおり ある。（３）村形
　本村は小判形の中を白塗りし、村名と村高を記す。高は、































かの記載が増えることになる。道路表示の多さと併せて、野﨑本が地域内の交通情報を重視していることが印象付けられる。なお 「溺 （たわ） 」は尾根上 鞍部のこと。野﨑本は国境越えの地名も細かく拾っている。（９）河川・溜池・水路
　主要道が大川（吉井川・旭川）と交わる地点
には渡河情報が記される。野﨑本は細い地域内道路まで描くため必然的に渡河地点が多くなり、情報も多くなる。両図の記載を表６にまとめた。 （１）は吉井川、 （２）は旭川であ 共通して書かれる箇所に
表６−２　河川書き込み⑵
写真４　溜池・用水の表記
− 138 − − 139 −
野﨑家塩業歴史館所蔵「備前国絵図」について（倉地）
（43）































































 上道郡と上東郡は寛文四年 （一六六四） に合併して 「上道郡」 となった。正保図では合併以前であるため 別々の郡として扱われてい 。野﨑本備前国 合併後ではあるが、正保図を元にしたためか 元のよう 別々 郡として扱っている。
⑸
 




 「備陽国誌」 によれば西之鼻の燈籠堂は延宝年間に設置されたという （ 『岡山県の地名』 平凡社、一九八八年） 。
⑺
 
 この万治四年の郡図については 倉地克直 『池田光政』 ミネルヴァ書房、二〇 二年、によられたい。
⑻
 
















− 134 − − 135 − （46）
図４　犬島周辺
図５　渋川村・引網村沖




− 132 − − 133 − （48）
− 132 − − 133 −
野﨑家塩業歴史館所蔵「備前国絵図」について（倉地）
（49）
− 130 − − 131 − （50）
表７　注記のある村
− 130 − − 131 −
野﨑家塩業歴史館所蔵「備前国絵図」について（倉地）
（51）
− 128 − − 129 − （52）
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野﨑家塩業歴史館所蔵「備前国絵図」について（倉地）
（53）
− 127 − （54）
